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より 7 年間で総額 1,154 億円（予定）の大規模研究開発プロジェクト。
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が LINPACK ベ ン チ マ ー ク で
35TFLOPSを記録したが、2004年
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4   超高速計算機に向けた光インターコネクション技術の動向 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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CPUあたりの処理速度 >100GFLOPS 8GFLOPS >10倍
CPU‐メモリ間伝送
信号線あたりの速度 >20Gbps 0.5Gbps >40 倍
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プロジェクト名 期間 研究費 概要





























DARPA：Defense Advanced Research Projects Agency
※期間および研究費は公募時の計画案に基づく
参考資料 14）を基に科学技術動向研究センターにて作成
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University of California Santa Barbara 
University of Texas at Austin
40Gbps送信デバイス技術
40Gbps増幅器不要の光受信機デバイス技術
Colorado State University 高速VCSEL技術
Mayo Foundation 評価機
US army Research Lab
集積化技術　低消費電力送受信デバイス設計
（University of Delaware）
The Air Force Reseach Lab ポリマー材料評価、導波路作成
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竹内　寛爾
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蘋
企業にて光ディスク用高出力半導体レーザ
の事業化、光伝送の研究開発に従事。
現在、情報通信分野における科学技術政策
および価値観の多様化が企業の研究開発戦
略に与える影響に興味を持つ。
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